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住 民 の 動 き

平成２０年６月末現在（ ）内は前月比

１５歳未満５，３９５人（－１３）

６５歳以上４，９９９人（＋１）

平均年齢４０．１７歳

人 口 ３３，０４６人（－２７）

男 １５，８９９人（－１６）

女 １７，１４７人（－１１）

世帯数 １１，９０５戸（－１７）
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１１
日

上
程
議
案
等

◆
平
成
１９
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予

算
の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認

（
３
月
末
に
お
い
て
歳
入
歳
出
を
８
千

２
百
万
円
増
額
し
、
予
算
の
総
額
を
８４

億
８
千
５
百
万
円
と
す
る
）

◆
藍
住
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認

（
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
条

例
改
正
）

◆
藍
住
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
対
す
る

承
認

（
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
条

例
改
正
・
主
な
改
正
点
は
本
年
四
月
１

日
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に

伴
う
も
の
）

◆
藍
住
町
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
と
の
整

合
性
を
図
る
た
め
）

◆
藍
住
町
公
共
下
水
道
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

（
下
水
道
事
業
運
営
の
基
本
と
な
る
、

使
用
料
、
排
水
設
備
の
基
準
及
び
指
定

工
事
店
等
を
定
め
る
た
め
）

◆
藍
住
町
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
及
び
分
担
金
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

（
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
受
益
者
負
担

金
及
び
認
可
区
域
外
か
ら
流
入
す
る
場

合
の
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
分
担
金
に

つ
い
て
定
め
る
た
め
の
条
例
の
制
定
）

◆
藍
住
町
教
育
委
員
会
委
員
の
定
数
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
委
員
の
定

数
を
増
加
す
る
た
め
）

◆
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
伴

う
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

（
解
散
に
よ
り
組
合
の
規
約
か
ら
、
み

よ
し
環
境
組
合
を
削
る
も
の
）

◆
平
成
１９
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

（
以
上
町
長
提
案
）

１６
日

一
般
質
問

小
川
幸
英
議
員
、
永
浜
茂
樹
議
員
、
喜
田

敏
夫
議
員
、
平
石
賢
治
議
員
、
西
川
良
夫
議

員
、
小
西
浩
昭
議
員
、
林
茂
議
員
、
西
岡
恵

子
議
員
の
８
氏
が
登
壇
、
行
政
全
般
に
関
す

る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
（
一
般
質
問
の
内

容
は
８
月
発
行
予
定
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

２０
日

上
程
議
案
等

◆
藍
住
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て
（
議
員
提
案
）

（
学
識
経
験
を
有
す
る
者
・
喜
田
修
・

小
川
幸
英
）

◆
奥
野
猪
熊
第
一
分
区
公
共
下
水
道
管
渠

敷
設
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
請
負
業
者

大
徳
建
設
㈱

請
負
金

額

４
千
６
百
４８
万
４
千
５
百
５０
円
）

◆
資
格
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
中
間
報

告資
格
審
査
要
求
書
の
件

◆
調
査
権
等
の
委
任
申
出
書

資
格
審
査
に
関
す
る
事
項

◆
閉
会
中
の
継
続
審
査
申
出
書

資
格
審
査
に
関
す
る
事
項

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

平成２０年第２回議会定
例会は、６月９日に開
会し、町長提案の９議
案と議員提案の１議案
を原案どおり可決し、
２０日に閉会しました。
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受受益益者者負負担担金金・・下下水水道道使使用用料料がが決決ままりりままししたた
「藍住町公共下水道条例」と「藍住町公共下水道受益者負担金及び分担金に関する条例」が、

藍住町議会６月定例会において可決され、受益者負担金・下水道使用料が決定しました。内容は

次のとおりです。

下水道受益者負担金

下水道が整備されると、地域の衛生事情が向上し、自然環境に優しい生活を営むことができま

す。受益者負担金とは、下水道を利用される方々に、その建設費の一部を負担していただくもの

です。

下水道使用料

下水道使用量は、原則として上水道使用量と同量とみなし、水道メーターの検針を基に算出し
ます。下水道の使用料金は上水道の使用料金と合わせてお支払いいただきます。排水量に応じた
単価の区分は次の表のとおりです。

＜下水道使用料早見表＞＜下水道使用料金＞

＜上水道使用料金・・・参考＞

例えば上水道を３０�使用した場合
上水道使用料と下水道使用料の合計は８，０５０円となります。

＋

問 下水道課（�６３７・３１２３）

下水道整備済み区域内の宅地等の所有者。
その宅地等に地上権、質権等を設定している場合は、原則としてその権利
者。

１戸当たり１２万円

受益者が、加入時に一括で納付します。

受 益 者

受益者負担金

受益者負担金の
納付

下水道使用料（税込）

１，４００円

３，０００円

４，８００円

８，５００円

使用水量

１０�

２０�

３０�

５０�

超過料金
１�につき

１１０円５�を超えるもの

基本料金

５００円５�まで

上水道料金

３，２５０円

５００円（基本料金）＋１１０円×２５�

下水道料金

４，８００円

６００円（基本料金）＋１６０円×１５�＋１８０円×１０�

超過料金
１�につき

１６０円

１８０円

１９０円

２００円

５�を超え２０�まで

２０�を超え４０�まで

４０�を超え５０�まで

５０�を超えるもの

基本料金

６００円５�まで

３ №７６９■ 広報あいずみ



「
平
成
１９
年
に
所
得
が
減
っ
て
所

得
税
が
課
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
」

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率
の
変
更
に

よ
る
税
負
担
の
軽
減
の
影
響
を
受
け
ず
、
住

民
税
率
の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影

響
の
み
を
受
け
る
方
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

納
付
済
の
平
成
１９
年
度
分
の
住
民
税
額
か
ら
、

税
源
移
譲
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相

当
額
を
還
付
し
ま
す
。

「
所
得
変
動
に
伴
う
住
民
税
の
還

付
を
受
け
る
た
め
に
は
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
」

申
告
期
限

７
月
３１
日
（
木
）

申
告
先

平
成
１９
年
１
月
１
日
に
お
住
ま

い
の
市
区
町
村

＊
所
得
税
と
住
民
税
の
人
的
控
除
の
差
に
よ

り
判
定
し
ま
す
の
で
、
所
得
税
が
０
と
な

っ
て
も
、
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
選
択
に
よ
り
、

口
座
振
替
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

①

こ
れ
ま
で
保
険
税
を
滞
納
す
る
こ
と
な

く
納
付
さ
れ
て
い
る
方

②

こ
れ
か
ら
の
保
険
税
を
口
座
振
替
に
よ

り
納
付
さ
れ
る
方

①
、
②
い
ず
れ
の
要
件
に
も
該
当
さ
れ
る
方

の
う
ち
、
１０
月
以
降
、
口
座
振
替
を
希
望

す
る
方
は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

７
月
３１
日
（
木
）

申
・
問
税
務
課（

�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

平
成
２１
年
度
採
用
予
定
の
藍
住
町
職
員

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◇
採
用
予
定
職
種

【
一
般
事
務
】

昭
和
５５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

◇
採
用
予
定
数

若
干
名

◇
試
験
日
・
場
所

第
１
次
試
験

９
月
２１
日
（
日
）

徳
島
大
学
工
学
部

第
２
次
試
験

１１
月
中
旬
予
定

藍
住
町
役
場

（
会
場
予
定
）

◇
受
験
手
続

１

申
込
用
紙
お
よ
び
受
験
案
内
の
配
布

①
来
庁
に
よ
る
請
求

総
務
課
（
役
場
３
階
）
で
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

②
郵
便
に
よ
る
請
求

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
職
員
試
験
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛

先
を
明
記
の
う
え
、
１
２
０
円
切
手
を
貼

っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

２

受
付
期
間

①
来
庁
に
よ
る
申
し
込
み

７
月
２８
日
（
月
）
〜
８
月
１１
日
（
月
）

（
た
だ
し
、
土
、
日
を
除
く
午
前
８
時

３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

②
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

８
月
１１
日
ま
で
の
消
印
有
効

※
受
付
期
間
経
過
後
の
申
し
込
み
は
一
切

受
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

試
験
区
分

消
防
吏
員
（
初
級
）

採
用
予
定
人
員

若
干
名

受
験
資
格

昭
和
５５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

試
験
日

第
１
次
試
験

９
月
２１
日
（
日
）

第
２
次
試
験

１１
月
中
旬
頃

受
付
期
間

７
月
２８
日
（
月
）
〜

８
月
１１
日
（
月
）

（
郵
送
の
場
合
は
１１
日
消
印

有
効
）

＊
募
集
要
項
お
よ
び
試
験
申
込
書
は
、
消
防

組
合
に
備
え
て
い
ま
す
。

申
・
問
板
野
東
部
消
防
組
合
総
務
課

（
�
６
９
８
・
９
９
０
０
）

板板
野野
東東
部部
消消
防防
組組
合合
消消
防防
吏吏
員員
採採
用用
試試
験験

藍藍
住住
町町
職職
員員
採採
用用
試試
験験

申申
告告
をを
おお
忘忘
れれ
なな
くく
！！

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
のののののののののののののの
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

７
月
は
、
固
定
資
産
税
（
１
期
）
の
納

付
月
で
す
。

納
期
限
は
、
７
月
２５
日
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税
のの
特特
別別
徴徴
収収

（（
年年
金金
かか
らら
のの
天天
引引
きき
））のの
方方
へへ
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ホームタウンホームタウンブースブース
（松茂・北島松茂・北島・藍住藍住・板野板野）

重重
度度
心心
身身
障障
害害
者者
等等
医医
療療
費費
受受
給給
者者
証証

等等
のの
更更
新新
（（
交交
付付
））
・・
申申
請請

８
月
１
日
か
ら
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療

費
受
給
者
証
（
受
給
者
認
定
書
）
が
新
し
く

な
り
ま
す
。

現
在
、
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
、
８

月
か
ら
受
給
対
象
と
認
定
さ
れ
る
方
に
は
、

新
し
い
受
給
者
証
等
を
交
付
し
ま
す
が
、
身

体
障
害
者
手
帳
２
級
を
お
持
ち
の
方
で
、
医

師
・
民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
な
方
に
は
、

例
年
ど
お
り
証
明
書
の
様
式
を
送
付
し
て
お

り
ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

次
に
該
当
す
る
方
で
受
給
者
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
（
た
だ
し
、
所
得
額
の
制
限
が

あ
り
ま
す
）
は
、
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

１

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方

２

身
体
障
害
者
手
帳
２
級
を
お
持
ち
の
方

３

療
育
手
帳
「
Ａ
」
を
お
持
ち
の
方

４

知
的
障
害
（
自
閉
症
を
含
む
）
に
よ
る

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
対
象
児

５

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
４
級
を
お
持

ち
の
方
で
、
か
つ
療
育
手
帳
「
Ｂ
１
」

の
方

６

母
子
家
庭
の
児
童
（
１８
歳
の
年
度
末
ま

で
）
お
よ
び
そ
の
母

７

父
母
が
い
な
い
児
童
（
１８
歳
の
年
度
末

ま
で
）

問
福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
７
月
３１
日
現
在

で
、
常
用
労
働
者
を
１
人
か
ら
４
人
雇
用
し

て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統
計

調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
１
〜
４
人
規
模
事
業
所
に

お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間
お
よ
び
労
働
者
数

の
動
向
を
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に
す
る
な

ど
の
目
的
を
持
つ
大
切
な
調
査
で
す
。

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
８
月
か

ら
９
月
に
か
け
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
て
調

査
票
を
作
成
し
ま
す
。

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、「
統
計
法
」

に
よ
り
、
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
統
計
以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
調
査

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省

問
県
統
計
調
査
課

（
�
６
２
１
・
２
１
３
４
）

毎毎
月月
勤勤
労労
統統
計計
調調
査査
特特
別別
調調
査査

藍
住
町
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る

サ
ッ
カ－

Ｊ
２
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
試
合

で
「
４
町
（
松
茂
町
・
北
島
町
・
板
野
町
・

藍
住
町
）
合
同
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
日
」
が
８

月
９
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な

で
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

日

時

８
月
９
日
（
土
）

午
後
５
時

キ
ッ
ク
オ
フ

（
午
後
３
時
開
場
）

場

所

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

内

容

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
V
S

ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ー
レ
甲
府

対
象
者

藍
住
町
に
お
住
ま
い
の
方

入
場
方
法

「
広
報
あ
い
ず
み
」
７
月
号
ま

た
は
運
転
免
許
証
な
ど
、
藍
住
町
民
で
あ
る

こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
、
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
ブ
ー
ス
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
（
Ｂ
席
）
と
「
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
の
日
限
定
」
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
お
渡
し
し
ま
す
。
な
お
、
観
戦
場

所
は
Ｂ
席
入
場
口
か
ら
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
交
換
時
間

午
後
２
時
３０
分
〜
６
時

注
意
事
項

缶
・
ビ
ン
の
持
ち
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
企
画
調
整
課
（
�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

８８
月月
９９
日日（（
土土
））徳徳
島島
ヴヴ
ォォ
ルル
テテ
ィィ
スス

「「
４４
町町
合合
同同
ホホ
ーー
ムム
タタ
ウウ
ンン
のの
日日
」」開開
催催
決決
定定
！！○ホームゲームご案内

７月１９日（土）１８：００～ vsモンテディオ山形

８月９日（土）１７：００～ vsヴァンフォーレ甲府

○試合開場 ポカリスエットスタジアム

先先着着
１１００００００人人様様
無無料料ごご招招待待
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平
成
１７
年
５
月
３０
日
以
降
、
日
本
脳
炎
ワ

ク
チ
ン
と
重
症
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
急
性
散
在
性
脳

髄
膜
炎
）
と
の
因
果
関
係
が
あ
る
と
の
判
断

か
ら
、
積
極
的
勧
奨
は
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
で
あ

っ
て
、
保
護
者
が
希
望
す
る
場
合
に
は
、
同

意
書
を
添
え
た
上
で
接
種
を
行
う
こ
と
は
可

能
で
す
の
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
（
定
期
接
種
の
対
象
を
超
え
た
場

合
に
は
、
公
費
負
担
で
の
接
種
は
で
き
ま
せ

ん
。）

保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

対
象
者
の
方
に
は
「
個
人
通
知
」
と
「
各

種
検
診
の
ご
案
内
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
特
定
健
診
（
医
療
保
険
者
が
加

入
し
て
い
る
被
保
険
者
や
被
扶
養
者
に
対
し

て
行
う
健
診
）
が
始
ま
る
た
め
、
昨
年
度
ま

で
実
施
し
て
い
た
基
本
健
診
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
医
療
機
関
で
胃
が
ん
検
診
を

受
け
る
方
は
、
受
診
希
望
医
療
機
関
で
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

問

板
野
東
部
消
防
組
合
で
は
、
住
民
に

対
す
る
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
、
意
識
が
な
く
な
り
呼
吸
や
心
臓
が
止

ま
っ
た
人
に
対
し
て
、
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が

正
し
い
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
救
命
効
果
の
よ

り
一
層
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
心
肺
蘇
生

法
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を

取
り
入
れ
た
普
通
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

前
回
の
講
習
終
了
後
、
２
年
か
ら
３
年
経

過
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
救
命
講
習
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
方
は
、
こ
れ
を
機
会
に
救
命

講
習
を
受

講
し
て
く

だ
さ
い
。

救
急
車

が
到
着
す

る
ま
で
の

あ
な
た
の

応
急
手
当

が
尊
い
命

を
救
う
の

で
す
。

内
容

①
呼
吸
や
脈
拍
が
触
れ

な
く
な
っ
た
傷
病
者

に
対
し
て
行
う

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
扱
も
含
む

②
大
出
血
時
の
止
血
法

時
間

３
時
間

日
時

８
月
１７
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

定
員

３０
人
（
先
着
順

松
茂
、
北
島
、
藍

住
町
民
）

＊
申
込
者
が
１０
人
以
下
の
場
合
は
、
次
回
開

催
日
の
受
講
と
な
り
ま
す
。

申
込
締
切

講
習
日
の
１
週
間
前

受
講
料

無
料

＊
事
業
所
、
町
内
会
、
各
種
グ
ル
ー
プ
等
で

参
加
人
員
１０
人
以
上
に
つ
い
て
は
随
時
受

け
付
け
し
ま
す
。
（
実
施
場
所
、
時
間
等

に
つ
い
て
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

＊
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、
救
命
講
習

修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

申
・
問
板
野
東
部
消
防
組
合
警
防
課

（
�
６
９
８
・
９
９
０
３
）

日日
本本
脳脳
炎炎
予予
防防
接接
種種

各各
種種
検検
診診
がが
始始
まま
りり
まま
しし
たた

●定期接種の対象者と接種方法

救救
命命
講講
習習
会会
開開
催催

「「「「「「「「「「「「
家家家家家家家家家家家家
族族族族族族族族族族族族
やややややややややややや
近近近近近近近近近近近近
くくくくくくくくくくくく
にににににににににににに
いいいいいいいいいいいい
るるるるるるるるるるるる
人人人人人人人人人人人人
がががががががががががが
、、、、、、、、、、、、

突突突突突突突突突突突突
然然然然然然然然然然然然
意意意意意意意意意意意意
識識識識識識識識識識識識
がががががががががががが
なななななななななななな
くくくくくくくくくくくく
なななななななななななな
りりりりりりりりりりりり
倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒
れれれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたたた
らららららららららららら
どどどどどどどどどどどど
うううううううううううう
しししししししししししし
まままままままままままま
すすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかか
？？？？？？？？？？？？
」」」」」」」」」」」」

心
肺
蘇
生
法

自動体外式除細動器（AED）

６日から２８日ま
での間隔で２回

１期初回終了後
おおむね１年お
いて１回

１回

生後６月から生後９０月に
至るまでの間にある者

生後６月から生後９０月に
至るまでの間にある者

９歳以上１３歳未満の者

１期初回

１期追加

２期

広報あいずみ■ №７６９ ６
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＊
「
ポ
イ
捨
て
」
は
や
め
ま
し
ょ
う

空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
の
「
ポ

イ
捨
て
」
は
、
町
の
美
観
を
損
ね
る
だ
け
で

な
く
、
衛
生
的
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

吸
い
殻
の
場
合
は
、
火
災
の
原
因
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

外
出
時
の
ご
み
は
、
必
ず
近
く
の
ゴ
ミ
箱

な
ど
の
回
収
容
器
に
捨
て
る
か
、
持
ち
帰
る

よ
う
に
し
て
決
し
て
「
ポ
イ
捨
て
」
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
飼
い
犬
の
ふ
ん
害
は
、
飼
い
主
が
始
末
を

飼
い
犬
の
ふ
ん
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

く
と
不
衛
生
で
あ
り
、
周
り
の
人
た
ち
に
迷

惑
を
か
け
た
り
、
不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ
ま

す
。犬

を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
散
歩
時
に
ポ
リ

袋
や
ミ
ニ
ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
回
収
用
具
を
持

参
し
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
は
必
ず
責
任
を
も
っ

て
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課（

�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

町町
内内
全全
域域
でで「「
ごご
みみ
のの
ポポ
イイ
捨捨
てて
」」「「
落落
書書
きき
」」

「「
飼飼
いい
犬犬
のの
ふふ
んん
のの
放放
置置
」」をを
禁禁
止止
しし
てて
いい
まま
すす

「ポイ捨て」とはどういうことでしょうか？
空き缶やたばこの吸い殻などのごみを、ごみ箱などの
回収容器や吸い殻いれなどの決められた場所以外に捨て
ることをいいます。
「ポイ捨て」の規制対象となるものは？
缶・びん・ペットボトル・紙パックなどの飲み物を入
れていた容器・たばこの吸い殻・チューインガムのかみ
かす・紙くず その他、捨てられることによってごみの
散乱の原因となるもの。
「落書き」とはどういうことでしょうか？
道路、河川、公園、その他公共の場所に供する施設を
汚損することをいいます。
「落書き」の対象となるものは？
ペイント・墨・油性フェルトペン等による落書き。

「犬のふん害」とはどういうことでしょうか？
散歩の途中などに飼い犬がした
ふんを放置することにより、公共
の場所や自分の所有または管理し
てない土地を汚すことをいいます。
「ふん害」防止の規制対象は？
対象になるのは「飼い犬」のみで、飼い猫やその他の
ペットとなる小動物は含まれません。
規制の対象となるのは、犬のふんのみで、尿やその他

の汚物は対象になりません。

２０
歳
前
の
障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
、

障
害
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ
っ
た
障
害
基

礎
年
金
、
母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
か
ら
切

り
替
わ
っ
た
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
７
月
が
「
現
況
届
」
の
提
出
月

で
す
。

「
現
況
届
」
と
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受

け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
大
切
な
届
で
す
。
７
月
初
旬
に
社
会
保

険
事
務
所
か
ら
現
況
届
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

の
で
、
同
封
の
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
の
う

え
、
必
要
事
項
を
記
入
し
役
場
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
へ
７
月
３１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
「
現
況
届
」
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
や
、
所
得
の
審
査
が
で
き
な
い
場
合
に
は

年
金
の
支
払
い
が
一
時
停
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

（
�
６
５
５
・
０
２
０
０
）

６
月
１１
日
、
「
正
法
寺

川
を
考
え
る
会
」（
米
田
博

会
長
）
が
環
境
大
臣
か
ら

地
域
環
境
保
全
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
正
法
寺
川
を
考
え
る

会
」
は
平
成
９
年
３
月
に

発
足
し
、
今
年
で
活
動
１２

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

毎
月
第
２
日
曜
日
に
河

川
清
掃
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
や
環
境
学
習
に

も
取
り
組
み
、
学
校
と
連

携
・
融
合
し
た
体
験
型
環

境
観
察
学
習
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
正
法
寺
川
を
中
心
と
し
た
公
園
整

備
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
水
辺
環
境
の
保
全

は
今
も
な
お
残
る
課
題
で
す
。
「
正
法
寺
川

を
考
え
る

会
」
は
こ

う
し
た
課

題
に
積
極

的
に
取
り

組
み
、
活

動
し
た
こ

と
が
大
き

く
評
価
さ

れ
た
も
の

で
す
。

正正法法寺寺川川をを考考ええるる会会がが
環環境境省省

「「地地域域環環境境保保全全功功労労者者賞賞」」受受賞賞

○○
障障
害害
基基
礎礎
年年
金金
をを
受受
けけ
てて

いい
るる
方方
のの
現現
況況
届届
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����������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������「「恵恵みみにに生生ききてて」」のの著著者者 東東條條康康江江ささんんをを訪訪ねねてて
高松港から船で１５分，ハンセン病国立療養所大島青松園にお住まいの東條
高さん，康江さんご夫妻を訪問したのは，緑濃き５月３１日でした。
康江さんと私の伯母の秀子は，「やっちゃん」「ひでちゃん」と呼び合う幼
なじみです。康江さんは，６０年前の５月３１日に１５歳で入所したこと，そして
一緒に入所した１０人の仲間はみんな亡くなり，自分一人になってしまったこ
とを話してくださいました。現在，青松園にいらっしゃる方の平均年齢は７８
歳だそうです。
２４歳で視力を失った康江さんは，伯母の秀子が持参した柏餅を食べて，「ふ
るさとの友手作りの柏餅 たずさえ来たり 卓を囲みて」と歌をよんで喜ん
でくれました。それから，いろいろとお話をお聞きして，にぎやかで楽しい
時を過ごしました。
一一番番悲悲ししかかっったたこことと
母代わりに育ててくれた祖母は，よく面会に来てくれ
ていましたが，９８歳で亡くなっていたことを知らされた
のは８ヵ月後でした。『私がこんな病気でなかったら，
こんなことにはならなかったと思うと…』
一一番番ううれれししかかっったたこことと
平成１２年６月１５日，思い切って徳島の秀子さんの家に
里帰りして，５０年ぶりに再会したとき，『生きてきてよ
かった。生かされてきてよかった…』と神様の恵みに感
謝しました。また，この里帰りが平成１４年６月２６日の記念すべき同窓会へと
つながりました。
人人生生をを変変ええたた言言葉葉
昭和４２年６月，ご招待を受けた奈良の壷坂寺の常盤住職のお言葉に励まさ
れました。
「あなた方は病気が治って，人様に病気をうつす心配がない。手や足に後遺
症はあるけれども，一般社会の身体障害者の人たちと同じことだ。ですから，
一人の障害者として，胸を張って生きてください。元気を出して，がんばっ
て生きてください。」
望望 みみ
１００歳を目標に，許される限りがんばって生きていこう，今日一日ありが
とうございましたと感謝の心を持ちながら。
「骨堂に 眠る人らの幸せを もらいて我ら 生かされる日々」
「感謝なしつつ 日々を歩みゆく 我ら目指すは ダイヤ婚なり」
高さんと康江さんは，昭和２６年３月２４日に結婚しました。当時は雑居の女
性寮に男性が夜だけ泊まりにくるという通い婚で，プライバシーなど無視し
たものでした。その後，夫婦寮ができたそうです。お二人は，あと４年でダ
イヤモンド婚を迎えられます。いつまでも，お二人のにぎやかで穏やかな生
活が続きますようにお祈りしたいと思います。

藍住町人権擁護委員 廣瀬 浩美
――――――――――――――――――――――――――――――――――
注）「恵みに生きて」は，東條康江さんが自費出版された「天の国籍」に

続く２冊目の歌文集です。「恵みに生きて」は藍住町立図書館にあり
ますので，ご一読ください。

人 権
標 語

藍住南小学校児童作品
【著者「恵みに生きて」】

つ
く
ろ
う
よ

笑
顔
あ
ふ
れ
る

毎
日
を

５
年

佐
野

太
樹

傷
つ
け
な
い

自
分
も
友
も

み
な
大
切

５
年

河
野
由
梨
奈

い
じ
め
な
し

み
ん
な
大
事
な

宝
物

５
年

中
野

博
貴

わ
か
ち
あ
お
う

人
の
喜
び

悲
し
み
を

５
年

美
馬
梨
恵
子

つ
な
げ
よ
う

ぼ
く
の
手

君
の
手

み
ん
な
の
手

５
年

秋
元

悠
弥

か
が
や
く
未
来

守
ろ
う
人
権

５
年

近
藤

優
朱
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募募

集集

住住
民民
課課
窓窓
口口
封封
筒筒
にに
掲掲
載載
すす
るる

広広
告告
募募
集集

住
民
課
で
発
行
す
る
証
明
書
な
ど
を
持
ち

帰
る
た
め
、
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
る
窓
口

封
筒
へ
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
に
な
る
か
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

７
月
１５
日
（
火
）
〜
３０
日
（
水
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
・
問
企
画
調
整
課

（
�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
大大
会会

日

時

７
月
２１
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら

場

所

体
育
セ
ン
タ
ー

種

目

１
部
・
２
部

男
・
女

シ
ン
グ

ル
ス
（
自
己
申
告
に
よ
る
）

３
部

男
・
女

シ
ン
グ
ル
ス

（
競
技
開
始
１
年
未
満
も
し
く
は

小
学
生
３
年
生
以
下
）

参
加
規
定

町
内
在
住
者
ま
た
は
町
内
事
業

所
に
勤
務
す
る
者

参
加
料

１
人

一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）

５
０
０
円

小
学
生
３
０
０
円

申
込
締
切

７
月
１８
日
（
金
）

＊
事
故
等
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
の
で
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
シ
ャ
ト
ル
は
、
大
会
本
部
で
用
意
し
ま
す
。

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

みみ
んん
なな
でで
歩歩
ここ
うう
会会

「
藍
の
館
へ
行
き
ま
し
ょ
う
」（
約
６
㎞
の

コ
ー
ス
で
す
）

日

時

７
月
２０
日（
日
）

午
前
９
時
４５
分
〜
午
後
１
時

（
午
前
１０
時
出
発
）

集
合
場
所

緑
の
広
場
・
管
理
棟
前

参

加

費

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

＊
藍
の
館
で
昼
食
を
と
り
ま
す
の
で
、
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

＊
９
時
４５
分
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
ま

す
。

＊
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

ひひ
まま
わわ
りり
元元
気気
教教
室室

（（
小小
・・
中中
学学
生生
栄栄
養養
料料
理理
教教
室室
））

長
い
夏
休
み
。
友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
し

て
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日

時

７
月
２８
日
（
月
）

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

場

所

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

対

象

小
・
中
学
生

（
小
学
生
は
４
〜
６
年
生
対
象
）

内

容

調
理
実
習
（
の
り
チ
ャ
ー
ハ
ン
、

夏
野
菜
ス
ー
プ
、
白
玉
フ
ル
ー
ツ

ポ
ン
チ
）

持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

定

員

３０
人
（
申
込
順
）

参
加
費

無
料

申
込
期
間

７
月
１７
日
（
木
）
〜
２３
日
（
水
）

主

催

藍
愛
グ
ル
ー
プ
栄
養
部

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

広告の概要

作成枚数 １０，０００枚

（長形３号）

広 告 枠 封筒裏 １枠

（縦６０㎜×横１４０㎜）

掲 載 料 ６４，０００円

印 刷 色 黒色（単色）

情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報NNNNNNNNNNNNNNNNNOOOOOOOOOOOOOOOOOWWWWWWWWWWWWWWWWW
町の掲示板
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スス
トト
レレ
ッッ
チチ
体体
操操
＆＆

ニニ
ュュ
ーー
スス
ポポ
ーー
ツツ
講講
習習
会会

�
い
い
汗
流
し
て
暑
い
夏
を
乗
り
切
ろ
う
�

日

時

７
月
２８
日
（
月
）

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

場

所

体
育
セ
ン
タ
ー

内

容

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド

参
加
費

無
料
（
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
）

＊
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

主

催

町
体
育
指
導
委
員
会

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

男男
性性
料料
理理
教教
室室

日

時

７
月
２２
日
（
火
）

午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
３０
分

場

所

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

対

象

男
性
の
方

内

容

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
事
、
調

理
実
習

持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

定

員

２０
人
（
申
込
順
）

参
加
費

３
０
０
円

申
込
締
切

７
月
１７
日
（
木
）
ま
で

主

催

藍
愛
グ
ル
ー
プ

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

野野
菜菜
アア
イイ
デデ
アア
料料
理理
ココ
ンン
クク
ーー
ルル

野
菜
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
日
常
の
食

卓
に
手
軽
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
野
菜
ア
イ
デ

ア
料
理
を
募
集
し
ま
す
。

資

格

小
学
生
以
上

方

法

保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
る
応

募
用
紙
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切

９
月
４
日
（
木
）
必
着

※
優
秀
作
品
は
、
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
発
表
し
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
は
夏
休
み
前
に
応
募
用
紙
を

配
布
し
ま
す
。

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

おお
米米
のの
おお
やや
つつ
をを
作作
っっ
てて
みみ
よよ
うう
！！

日

時

７
月
２６
日
（
土
）

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場

所

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

対

象

幼
稚
園
児
・
小
学
生

（
１
〜
３
年
）
と
保
護
者

内

容

調
理
実
習
（
や
き
も
ち
、
み
た
ら

し
だ
ん
ご
）

持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

定

員

１５
組
（
申
込
順
）

参
加
費

無
料

申
込
期
間

７
月
１７
日
（
木
）
〜
２３
日
（
水
）

主

催

藍
愛
グ
ル
ー
プ
生
活
環
境
部

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

女女
性性
ソソ
フフ
トト
ババ
レレ
ーー
ボボ
ーー
ルル
大大
会会

日日

時時

８
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

場場

所所

体
育
セ
ン
タ
ー

チチ
ーー
ムム
編編
成成

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
事
業

所
に
勤
務
し
て
い
る
女
子
チ

ー
ム
（
学
生
は
除
く
）
で
選

手
８
人
（
監
督
１
人
を
含

む
）
の
編
成

申申
込込
期期
限限

７
月
２５
日
（
金
）

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

８８
００
２２
００
推推
進進
運運
動動

「「
よよ
いい
歯歯
のの
高高
齢齢
者者
」」

申
込
方
法

歯
科
医
院
（
徳
島
県
歯
科
医
師
会
会
員
）

か
ら
の
「
よ
い
歯
の
高
齢
者
歯
科
検
診
票
」

に
よ
る
申
し
込
み
に
限
り
ま
す
の
で
、
該
当

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
院
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

「
よ
い
歯
の
高
齢
者
歯
科
検
診
票
」
を
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

対対
象象
者者
とと
選選
考考
基基
準準

過
去
に
受
賞
さ
れ
た
方
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

１

８０
歳
以
上
（
昭
和
４
年
３
月
３１
日
生
ま

れ
ま
で
）
で
、
ご
自
分
の
歯
が
２０
本
以

上
で
、
日
常
生
活
に
支
障
の
な
い
程
度

身
体
も
健
康
な
方
。

２

歯
科
医
院
か
ら
「
よ
い
歯
の
高
齢
者
歯

科
検
診
票
」
で
推
薦
を
受
け
た
方
。

申
込
期
限

７
月
３１
日
（
木
）

申
・
問
徳
島
県
歯
科
医
師
会

（
�
６
３
１
・
３
９
７
７
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３
１
・
４
１
７
９
）

〒
７
７
０－

０
０
０
３

徳
島
市
北
田
宮
１
丁
目
８
番
６
５
号
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相相

談談

ここ
ここ
ろろ
のの
相相
談談
窓窓
口口

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
じ
」

（
�
６
９
４
・
６
６
０
６
）

・
「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」

（
�
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー（

�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

○
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
み
れ
・
あ

い
ず
み
作
業
所
」

（
�
６
９
３
・
０
０
３
２
）

催催
しし
物物
・・
そそ
のの
他他

退退
職職
金金
はは
国国
のの
制制
度度
でで

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業

員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職
金
制

度
で
す
。

掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、
有
利

な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
安
全
・
確
実
な

中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小

企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
�
０
３
・
３
４
３
６
・
０
１
５
１
）

ああ
いい
ずず
みみ
商商
工工
会会
納納
涼涼
祭祭

場
内
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
２
万
個
！
真
夏
の
夜
空
を

彩
る
光
の
オ
ブ
ジ
ェ

日

時

８
月
２
日
（
土
）

午
後
４
時
か
ら
（
小
雨
決
行
・
雨

天
順
延
）

場

所

緑
の
広
場
周
辺

内

容

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
芸
能
大
会

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
・
オ
ン
ス
テ

ー
ジ
、
阿
波
踊
り
ほ
か

＊
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド

は
本
部
テ
ン
ト

前
で
午
後
３
時

３０
分
か
ら
配
布

問
商
工
会
（
�
６
９
２
・
２
８
１
６
）

誰誰
もも
がが
安安
心心
・・
納納
得得
しし
てて
、、自自
らら
のの
能能

力力
をを
発発
揮揮
しし
なな
がが
らら
働働
けけ
るる
社社
会会
をを

つつ
くく
るる
たた
めめ
にに

「「
最最
低低
賃賃
金金
法法
がが
変変
わわ
りり
まま
すす
」」

改改
正正
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

１

最
低
賃
金
を
下
回
る
賃
金
を
支
払
っ
た

場
合
の
罰
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

２

派
遣
労
働
者
に
は
、派
遣
先
の
地
域（
産

業
）
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

３

最
低
賃
金
の
適
用
除
外
規
定
が
廃
止
さ

れ
、
減
額
特
例
と
な
り
ま
す
。

問
徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
�
６
５
２
・
９
１
６
５
）

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で

日 時 ７月２０日（日）
１回目 午後２時から
２回目 午後７時から

場 所 町民シアター
入場料 無料
共 催 藍住町・町教育委員会

藍住町平和のつどい実行委員会

第第１１８８回回平平和和ののつつどどいい
「「ははだだししののゲゲンン」」上上映映会会

感
電
な
ど
の
電
気
事
故
は
、
夏
季
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
８
月
を
「
電
気
使
用
安
全
月

間
」
と
さ
だ
め
、
経
済
産
業
省
主
唱
の
も
と

電
気
の
使
用
安
全
に
関
す
る
行
事
が
、
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

電
気
機
器
は
安
全
に
使
い
ま
し
う
。

問
財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協
会

徳
島
支
部
（
事
業
所
）

（
�
６
３
１
・
２
３
３
３
）

「「「「「「「「「
電電電電電電電電電
気気気気気気気気気
安安安安安安安安安
全全全全全全全全全
使使使使使使使使使
用用用用用用用用用
月月月月月月月月月
間間間間間間間間間
」」」」」」」」」ででででででででで
すすすすすすすすす

８８
月月
はは

１１ №７６９■ 広報あいずみ
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（金銭問題、離婚、隣人トラブル・・

無料で適切な窓口を紹介）

業務内容

①情報提供：法的トラブルを抱えてお困りの方に最適

な相談窓口や法制度に関する情報を提供しています。

なお、直接法律相談をお受けするものではありません。

②民事法律扶助：資力が乏しい方のための無料法律相

談、弁護費用や書類作成費用の立替などをしています。

③犯罪被害者支援：犯罪の被害にあわれた方やご家族

に様々な情報を無料で提供しています。

問 法テラスコールセンター（�０５７０・０７８３７４）
平日 午前９時～午後９時

土曜日 午前９時～午後５時

法テラス徳島（�０５０・３３８３・５５７５）
平日 午前９時～午後５時

HPアドレス http : //www.houterasu.or.jp/

法法テテララスス －－どどここにに相相談談ししたたららいいいいかか分分かかららなないい・・・・・・そそんんなな時時－－

相続や会社の登記、地代、家賃、隣近所やお子様の

ことなどで、悩みごとがありましたら、気軽に相談に

お越しください。

日 時 ９月７日（日）午前１０時～午後３時

場 所 徳島地方法務局鳴門支局

相談内容 登記、供託、戸籍、人権および公証事務（遺

言証書作成等）に関する相談全般＊国籍については、

株式会社そごう徳島店７階特設会場へお越しください。

相談担当者 法務局職員、公証人

問 徳島地方法務局総務課（�６２２・４３１８）

県県内内一一斉斉【【法法務務総総合合相相談談】】
－－法法務務局局はは、、ああななたたののくくららししををササポポーートトししまますす－－のの開開設設

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
か
ら

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日

７
月
２３
日
（
水
）、８
月
１３
日
（
水
）

午
前
１０
時
３０
分
か
ら

★
井
隈
読
書
会

８
月
７
日
（
木
）

午
前
１０
時
か
ら

＜

８
月
の
課
題
図
書＞

「
だ
れ
が
日
本
の
「
森
」
を
殺
す
の
か
」

田
中

淳
夫
著

★
夏
休
み
お
楽
し
み
会

と
ら
ま
る
人
形
劇
団

「
風
の
神
の
い
た
ず
ら
」
ほ
か

日
時

８
月
３
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら

場
所

図
書
館
２
階
（
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
）

★
パ
ズ
ル
で
遊
ぼ
う

講
師

篠
原

靖
治
氏

日
時

８
月
１７
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら

場
所

図
書
館
２
階
（
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
）

★
図
書
館
開
館
２０
年
を
記
念
し
て
、
町
内

に
お
住
ま
い
の
芸
術
家
の
方
達
に
よ
る

個
展
を
開
催
し
ま
す
。

矢
部

弘
子
氏
写
真
展

開
催
期
間

８
月
１
日
（
金
）

〜
３０
日
（
土
）

◎◎
休休
館館
日日

毎
週
月
曜
日

図
書
整
理
日
‥
‥
‥
７
月
１７
日
（
木
）

問
図
書
館
（
�
６
９
２
・
０
０
７
０
）

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
のののののののののののののののののののののののののの
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

○
古
代
民
之
助
・
彫
刻
作
品
展
示

期

間

８
月
３
日
（
日
）
〜
２９
日
（
金
）

○
あ
い
ず
み
特
産
食
品
、
藍
染
作
品
、
お
み

や
げ
品

お
盆
即
売
会

期

間

８
月
１２
日
（
火
）
〜
１５
日
（
金
）

午
前
１０
時
か
ら

○
冷
や
し
ソ
ー
メ
ン
試
食
会

接
待
期
間

８
月
１２
日
（
火
）
〜
１５
日
（
金
）

問
藍
の
館
（
�
６
９
２
・
６
３
１
７
）

広報あいずみ■ №７６９１２
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
あいずみ俳壇

地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チ
ェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

近藤紫水 選

薫
風
や

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の

万
国
旗

楠
野

智
子

園
児
ら
の

夢
は
さ
ま
ざ
ま

星
ま
つ
り

石
川

恭
子

梅
雨
晴
や

下
校
の
子
等
に

チ
ャ
イ
ム
鳴
る

宮
本
よ
し
子

何
と
な
く

昼
寝
の
後
の

大
欠
伸

奥
村

文
子

鮎
釣
り
の

胸
迄
川
に

夕
陽
染
む

山
本

義
子

銭
葵

活
け
て
正
面

な
か
り
け
り

佐
藤

一
子

本
殿
の

う
ら
に
小
祠

ほ
と
と
ぎ
す

佐
藤

幸
子

そ
こ
は
か
と

く
ち
な
し
薫
る

散
歩
道

実
松

博

裏
木
戸
に

眠
り
し
ま
ま
の

青
蛙

一
宮
チ
エ
子

梅
雨
末
期

大
雨
情
報

か
け
巡
る

秋
月

秀
月

加

章

投
げ
捨
て
し

如
く
寝
そ
べ
る

犬
薄
暑

紫

水

年齢、住所に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）
を行っています。
問 社会福祉協議会（�６９２・９９５１）保健センター（�６９２・８６５８）

おおくくややみみ申申しし上上げげまますす
（氏名） （年齢） （住 所）

小林 �枝 ８３歳 勝瑞字成長

大和アサ子 ９１歳 勝瑞字西勝地

堀江タカ子 ９６歳 奥野字原

相原サカヱ ８４歳 矢上字安任

�橋 正敬 ８５歳 東中富字龍池傍示

岸田マキヱ ９２歳 勝瑞字成長

冨永トヨ子 ８４歳 勝瑞字東勝地

山本 �江 ８４歳 住吉字乾

平野マサヱ ９３歳 東中富字西傍示

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんににににににににににににににににににににににににににににちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははははははははははははははははははは赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
（子の氏名） （ふりがな）（性別） （父） （母） （住 所）
岡本 啓歩 （はるほ） 男 諭 ・ 美 樹 勝瑞字成長
山田瀬莉佳 （せりか） 女 一 夫 ・ 瑞 穂 乙瀬字乾
坂野 良真 （りょうま） 男 道 彦 ・ 由 希 徳命字前須西
増川 雅也 （まさや） 男 智 也 ・ 三 保 奥野字乾
ヒューズエヴァ理莉 （エヴァリリー） 女 ダリン ・ 牧 希
犬伏 美喜 （み き） 女 隆 章 ・ 潤 子 東中富字大塚傍示
佐光 琉虎 （りゅうと） 男 洋 平 ・ 友 美 富吉字豊吉
平田 偉楓 （いぶき） 男 和 彦 ・ 紀 子 勝瑞字成長
�野 玲美 （れ み） 女 賀 仁 ・ 智恵子 奥野字原
蔭 莉緒 （り お） 女 知 宏 ・ 里 枝 富吉字岸ノ下
四宮 悠羽 （ゆうわ） 男 晃 作 ・ 千奈都 東中富字北傍示
杢保 司 （つかさ） 男 健 司 ・ 麻 美 矢上字北分
原田 響 （ひびき） 男 慎 也 ・ ひとみ 富吉字豊吉
遠藤 陸斗 （りくと） 男 仁 志 ・ 実 希 住吉字神蔵
越久 湧翔 （ゆうと） 男 達 也 ・ 裕 子 徳命字元村
橋本陽菜姫 （ひなき） 女 智 志 ・ 雅 子 東中富字鑓場傍示
長尾 来美 （くるみ） 女 秀 樹 ・ 由 里 勝瑞字正喜地
藤川 莉緒 （り お） 女 拓 也 ・ 睦 美 勝瑞字幸島
印藤 龍翔 （りゅうと） 男 亮 祐 ・ 夏水里 奥野字矢上前
竹澤 玲菜 （れ な） 女 邦 彦 ・ 万里子 徳命字元村
巴 彩香 （あやか） 女 政 宏 ・ 和 代 乙瀬字出来地
新宅 涼矢 （りょうや） 男 泰 ・ 晶 子 東中富字長江傍示
藤本 知花 （ともか） 女 文 孝 ・ 由 香 矢上字安任
上原 杏 （あ ん） 女 謙 ・ 茜 住吉字神蔵
安藝 美咲 （みさき） 女 市 郎 ・ 有 加 東中富字東傍示
山内 真咲 （まさき） 女 浩 司 ・ 奈津紀 富吉字地神

地地域域のの子子どどももはは、、
地地域域でで守守りり育育ててままししょょうう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議

藍住町民生児童委員協議会

板野西部青少年補導センター

内 容

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
カラオケ

健康チェック
いけばな

健康チェック
カラオケ

健康チェック
折り紙

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
絵手紙

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

場 所

江ノ口老人ルーム

徳命老人憩の家

東中富老人憩の家

乙瀬老人憩の家

奥野老人憩の家

東部老人憩の家

西部老人憩の家

富吉老人憩の家

時 間

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

曜日

水

水

金

月

月

月

火

水

開催日

７月１６日

７月１６日

７月１８日

７月２８日

７月２８日

８月４日

８月５日

８月６日

★

★
66月月
★

★

★

１３ №７６９■ 広報あいずみ



西條北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

６
月
２５
、２６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、町
民
シ
ア
タ
ー

で
藍
住
町
防
災
団
員
と
駐
在
員
を
対
象
に
自
主
防
災
組

織
の
結
成
を
目
的
と
し
た
防
災
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
研
修
会
に
は
１
０
９
人
が
出
席
し
、
地
域

防
災
力
向
上
の
意
義
や
重
要
性
に
つ
い
て
研
修
を
受
け

た
ほ
か
、
参
加
者
か
ら
は
地
域
防
災
活
動
に
お
け
る
問

題
点
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
有
意
義
な

情
報
や
意
見
の
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
研
修
を
生
か
し
、
自

主
的
な
地
域
で
の
防
災
活
動
が
さ
ら

に
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
最
近
、
大
規
模
な
地
震
が
国

内
外
で
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

発
生
時
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
地

域
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

藍
住
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
日
ご
ろ
の
防
犯
活
動

が
警
察
庁
に
認
め
ら
れ
、
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
、
７
月
３
日
、

板
野
署
で
貸
与
式
が
行
わ
れ
、
小
林

署
長
か
ら
賀
治
清
隊
長
に
防
犯
活
動

で
使
用
す
る
防
護
衣
や
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
な
ど
１５
品
目
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
、
子
供
が
被
害
者
と
な
る
重
大
な
犯
罪
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
り
、
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
は
、
地
域
で
協
力
し
、

防
犯
活
動
を
よ
り
活
発
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
研
修

防防防防防防防防防防防防防防防防

犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯

活活活活活活活活活活活活活活活活

動動動動動動動動動動動動動動動動

増田クリニック
じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック TEL：０８８‐６９３‐３０２０

藍住町役場東５００m
診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

特定健診受診できます。
TEL０８８‐６８３‐３９８７（サンキューハナ） お盆期間も通常通り診療いたします。

８月よりペインクリニック（痛みの治療）はじめます。マルナカ成長店 南２００m エネオスはいる

●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科
院長 棚本 洋文

（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

８月１３（水）１４（木）１５（金）お盆休みで
休診です。

国国国国国国国国国ののののののののの施施施施施施施施施策策策策策策策策策ににににににににによよよよよよよよよりりりりりりりりり地地地地地地地地地上上上上上上上上上アアアアアアアアアナナナナナナナナナロロロロロロロロログググググググググ放放放放放放放放放送送送送送送送送送
停停停停停停停停停波波波波波波波波波時時時時時時時時時期期期期期期期期期ははははははははは、、、、、、、、、２２２２２２２２２０００００００００１１１１１１１１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年ののののののののの予予予予予予予予予定定定定定定定定定ででででででででですすすすすすすすす

ケーブルテレビ・インターネット
お問い合わせ・お申込みは
エーアイテレビ株式会社

藍住町東中富字朏傍示１５－４
電話 ０１２０－４０－８２２３

E-Mail : info@aitv.co.jp URL ; http : //www.aitv.co.jp

※この広告の収益は防災事業に役立てられています。

土

○
５：３０
まで

金

○

○

木

○

／

水

○

○

火

○

○

月

○

○

診療時間

午前９：００～１２：３０

午後２：３０～６：３０

土

○

金

○
○

木

○
○

水火

○
○

月

○
○

診療時間

８：４５～１２：００

１４：３０～１８：３０

確確 認認 先先

掲載ページ

３ページ

４ページ

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届け
しています。
もし、ご近所で広報が届いていないお宅があり
ましたら企画調整課（�６３７・３１２４）までお知
らせください。

エーアイ
テレビの放送

○

ＨＰの掲載

○

○

担当課へのお問い合わせ
電話番号
６３７・３１２３

６３７・３１１１

担 当 課
下 水 道 課

総 務 課

記 事 名

下 水 道 使 用 量

藍住町職員採用試験

広報あいずみ 毎月１５日新聞折り込みで
ＡＩテレビ １日６回（ＡＩタウン情報）
町政だより 毎月第１木曜日徳島新聞に掲載
ホ－ムペ－ジ URL http : //www.town.aizumi.tokushima.jp

E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

ま
ち
の
情
報
は

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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